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令和元年６月定例会
町民の健康維持や消費喚起のための施策を追加

令和元年第２回定例会は、６月３日から14日までの12日間の
会期で開かれました。令和元年度予算の補正や条例の一部改正、
請願など11件の議案を審議し、10件は原案どおり可決、請願は
不採択としました。総務民生常任委員会を青色、建設文教常任
委員会を緑色で示しています。

事業の
概要

要旨

対
象
と
な
る
年
代
の

男
性
は
お
見
逃
し
な
く
！

消
費
増
税
に
伴
っ
て

成
人
・
高
齢
者

　
予
防
接
種
費

２
千
１
４
２
万
円

長
泉
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

質
疑　
事
業
の
対
象
者
と
人

数
は
。

健
康
増
進
課
長　
令
和
元
年

度
は
昭
和
４７
年
４
月
２
日
か

ら
５４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性
約
２
千
５
０
０
人
、
令

和
２
年
度
は
昭
和
３７
年
４
月

２
日
か
ら
４７
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性
約
３
千
２
０
０

人
が
抗
体
検
査
、
予
防
接
種

の
対
象
者
と
な
る
。
令
和
３

年
度
は
予
防
接
種
な
ど
の
未

接
種
者
に
対
し
、
接
種
の
啓

発
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
疑　
抗
体
検
査
と
予
防
接

種
は
一
体
で
実
施
す
る
の
か
。

課
長　
先
に
抗
体
検
査
を
実

施
し
、
検
査
の
結
果
、
抗
体

価
が
高
い
場
合
は
予
防
接
種

は
必
要
な
い
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
必
ず
一
体
で
実
施
す

る
と
は
限
ら
な
い
。

質
疑　
保
険
料
の
軽
減
割
合

が
、
第
２
段
階
の
み
国
が
示

し
た
基
準
と
異
な
る
理
由
は
。

長
寿
介
護
課
長　
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
、

第
２
段
階
の
保
険
料
率
は
、

す
で
に
国
が
軽
減
後
の
割
合

と
し
て
示
し
た
０・
６
２
５

を
採
用
し
て
い
る
。
来
年
４

月
に
保
険
料
の
軽
減
強
化
の

完
全
実
施
が
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
第
２

段
階
の
保
険
料
率
は
０・
５

と
な
る
た
め
、
で
き
る
だ
け

段
階
的
な
軽
減
と
な
る
よ
う

に
、今
回
の
保
険
料
率
を
０・

５
５
と
し
た
。

質
疑　
要
望
事
項
の
根
拠
は
。

請
願
者　
保
険
料
自
体
が
年

間
２０
〜
３０
万
円
な
の
で
、
こ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
引
き
下
げ

額
は
１
万
円
と
考
え
る
。
均

等
割
第
２
子
以
降
無
料
は
、

本
来
全
て
な
く
し
て
ほ
し
い

が
、
と
り
あ
え
ず
２
人
目
か

ら
と
考
え
る
。

質
疑　
県
が
保
険
税
の
水
準

を
統
一
し
よ
う
と
す
る
中
で
、

各
市
町
に
お
い
て
独
自
で
保

険
税
を
改
定
し
よ
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
。

福
祉
保
険
課
長　
実
際
に
請

願
内
容
の
よ
う
に
、
保
険
税

を
改
定
し
よ
う
と
す
る
動
き

は
な
い
。

　
特
に
風
し
ん
の
抗

体
保
有
率
が
低
い
、

昭
和
３７
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
５４
年
４
月

１
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
男
性
を
定
期

接
種
の
対
象
と
し
、

３
年
間
全
国
で
原
則

無
料
で
定
期
接
種
を

実
施
す
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の

減
額
を
求
め
る
請
願
書

・�

保
険
税
を
１
人
１
万

円
値
下
げ
す
る
こ
と

・�

保
険
料
算
出
時
の
均

等
割
は
、
第
２
子
以

降
無
料
に
す
る
こ
と

教えて！議会用語

「請願」
せい　がん

　
町
政
に
対
す
る
意
見
や

要
望
が
あ
る
と
き
、
町
議

会
宛
て
に
請
願
や
陳
情
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
書
を
提
出
す
る
場

合
は
、
町
議
会
議
員
の
紹

介
が
必
要
で
す
。
陳
情
書

は
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
請
願
書
や
陳
情
書
の
提

出
を
お
考
え
の
場
合
は
、

提
出
期
限
な
ど
を
事
前
に

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

会　計 補正予算額
一般会計 ６９９８万円
国民健康保険事業 △３１７万円
介護保険事業 ７７万円
１万円未満は切り捨ててあります。
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令和元年６月定例会
町民の健康維持や消費喚起のための施策を追加

令和元年第２回定例会は、６月３日から14日までの12日間の
会期で開かれました。令和元年度予算の補正や条例の一部改正、
請願など11件の議案を審議し、10件は原案どおり可決、請願は
不採択としました。総務民生常任委員会を青色、建設文教常任
委員会を緑色で示しています。

事業の
概要

町
内
の
お
店
で

　
お
買
い
物
し
よ
う
！

長
泉
町
を
生
活
拠
点
に

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
費

４
千
８
３
０
万
円

移
住
・
就
業
支
援

事
業
費
補
助
金

２
０
０
万
円

　
平
成
３１
年
１
月
１

日
時
点
の
住
民
税
非

課
税
者
（
住
民
税
課

税
者
と
生
計
同
一
の

配
偶
者
や
扶
養
親
族
、

生
活
保
護
被
保
護
者

な
ど
は
除
く
）
と
、

平
成
２８
年
４
月
２
日

か
ら
令
和
元
年
９
月

３０
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
子
が
属
す
る

世
帯
の
世
帯
主
に
対

し
、
割
引
率
２０
％
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
を
販
売
す
る
。

質
疑　
商
品
券
を
利
用
で
き

る
店
舗
及
び
対
象
商
品
は
。

産
業
振
興
課
長　
対
象
商
品

は
町
内
店
舗
で
販
売
さ
れ
て

い
る
も
の
と
な
る
が
、
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
や
切
手
、

ビ
ー
ル
券
、
図
書
カ
ー
ド
な

ど
の
換
金
性
の
あ
る
も
の
は

対
象
外
と
な
る
。

質
疑　
タ
ク
シ
ー
の
支
払
い

に
も
利
用
で
き
る
の
か
。

課
長　
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
な

ど
へ
の
利
用
は
で
き
な
い
。

質
疑　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

課
長　
低
所
得
者
の
方
に
は

７
月
に
申
請
案
内
を
送
付

し
、
順
次
受
け
付
け
て
商
品

券
購
入
引
換
券
を
送
付
。
３

歳
半
ま
で
の
子
が
属
す
る
世

帯
に
は
９
月
以
降
に
引
換
券

を
送
付
す
る
。
令
和
元
年
１０

月
１
日
か
ら
令
和
２
年
２
月

１４
日
ま
で
商
品
券
の
販
売
を

行
い
、
使
用
可
能
期
間
は
令

和
２
年
２
月
２９
日
ま
で
を
予

定
し
て
い
る
。

質
疑　
事
業
の
概
要
は
。

産
業
振
興
課
長　
直
近
５
年

以
上
東
京
２３
区
に
在
住
も
し

く
は
東
京
圏
（
東
京
、埼
玉
、

千
葉
、神
奈
川
）
に
在
住
し
、

か
つ
２３
区
に
通
勤
し
て
い
た

方
が
、
平
成
３１
年
４
月
１
日

以
降
に
町
に
住
民
登
録
を
行

い
、
県
の
専
用
サ
イ
ト
で
あ

る
「
し
ず
お
か
就
職
ネ
ッ

ト
」
に
登
録
さ
れ
た
企
業
に

就
職
し
、
就
業
後
３
カ
月
以

上
経
過
し
た
場
合
に
、
最
大

１
０
０
万
円
が
支
給
さ
れ
る

事
業
で
あ
る
。

原
案
に
対
す
る
討
論

そ
の
他
の
議
案

一
般
会
計
補
正
予
算

　
反
対
討
論

　
　
　
福
田　
　
明
議
員

　
賛
成
討
論

　
　
　
井
出　
春
彦
議
員

国
民
健
康
保
険
税
の

　
減
額
を
求
め
る
請
願
書

　
賛
成
討
論

　
　
　
福
田　
　
明
議
員

　
　
　
木
下　
章
夫
議
員

　
反
対
討
論

　
　
　
下
山　
哲
夫
議
員

　
　
　
四
方　
義
男
議
員

・�

長
泉
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ほ
か
１
件

・�

財
産
の
取
得

　

�

消
防
団
第
２
分
団
の
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新

・�

専
決
処
分
の
報
告
及
び
そ

の
承
認�

３
件

賛否が分かれた議案のみ掲載しています。
○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します。

６月定例会審議議案と採決結果
議員

議案

審
議
結
果

井
出　
春
彦

長
野　
晋
治

加
藤　
祐
喜

米
山　
　
智

福
田　
　
明

小
永
井
康
一

宮
口　
嘉
隆

柏
木　
　
豊

下
山　
哲
夫

木
下　
章
夫

大
沼　
正
明

四
方　
義
男

山
田　
　
勝

下
山　
和
則

植
松　
英
樹

令和元年度長泉町一般会計補正予算（第１回） 可　決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
国民健康保険税の減額を求める請願書 不採択 × × × × ○ ○ × × × ○ × × × × -
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町
政
を
問
う

ズバリ！
８人が一般質問

木下　章夫議員
１　住民監査請求 町の対応と見解は
２　火葬場事業計画に民主主義はあるのか
３　火葬場計画は長泉町の森友、加計問題だ

山田　勝議員
１　自治体のＳＤＧｓ推進を
２　自転車保険加入の促進を求める取り組みは

下山　和則議員
１　グレーチング・マンホール蓋

ふた
などの安全対策は

２　英語教育の充実・向上を
３　東京オリンピック・パラリンピックの関わりと対応は

米山　智議員
１　安心・安全なまちづくりとは

宮口　嘉隆議員
１　保育士の独自支援を（国策幼保園無償化で）
２　通学路、歩道、狭い道路の安全強化を
３　わくわく祭りうちわは竹に、イベントの趣旨は

福田　明議員
１　暮らしをまもり、働きやすい職場に

長野　晋治議員
１　待機児童の対策は
２　ワンガヌイ市姉妹都市提携３０周年記念事業の評価は

四方　義男議員
１　施策の前進と遂行のために
２　足元の安全と安心の深化

一般質問とは…議員が町政全般の執行
状況や方針、課題などを、執行機関に
直接質問すること。

1

2

3

4

5

6

7

8
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一般質問・町政を問う

Q
火
葬
場
移
転
の
住
民
の
合
意
形
成
は
適
切
か

A
住
民
の
理
解
は
得
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

住
民
監
査
請
求

問　
火
葬
場
の
裾
野
市
移
転

に
対
し
、
住
民
の
理
解
を
得

ら
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

く
ら
し
環
境
課
長　
議
会
か

ら
承
認
を
い
た
だ
き
、
そ
の

内
容
は
広
報
な
ど
で
周
知
を

は
か
り
、
計
画
策
定
時
に
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
住
民
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
な
ど
、
住
民
に
対
す

る
事
業
の
理
解
を
い
た
だ
く

方
策
を
適
正
に
行
う
こ
と

で
、
多
く
の
方
の
理
解
を
得

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
１
月
２２
日
に
元
区
長
グ

ル
ー
プ
か
ら
出
さ
れ
た
、
火

葬
場
の
建
設
差
し
止
め
を
求

め
る
住
民
監
査
請
求
に
対
す

る
町
の
対
応
と
見
解
は
。

課
長　
監
査
委
員
は
独
立
し

た
執
行
機
関
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
が
対
応
し
見
解
を
示

木き
の

下し
た　

章あ
き

夫お

　
　
　
　
議
員

す
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は

な
い
。

民
意
の
合
意
形
成
は
適
切
か

問　
火
葬
場
に
関
す
る
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

か
。

課
長　
十
分
な
判
断
材
料
を

示
す
こ
と
が
難
し
く
、
地
元

と
の
合
意
形
成
が
難
し
い
た

め
、
実
施
し
て
い
な
い
。

副
町
長　
火
葬
場
建
設
の
民

意
の
把
握
に
は
、
広
く
住
民

に
判
断
を
求
め
る
手
法
が
な

じ
ま
な
い
と
判
断
し
た
。

問　
当
時
の
区
長
会
か
ら
要

望
な
ど
、
意
見
の
集
約
は
し

た
の
か
。

く
ら
し
環
境
課
長　
火
葬
場

検
討
委
員
会
に
は
区
長
会
で

選
出
さ
れ
た
区
長
が
委
員
と

し
て
参
画
し
て
い
た
。
町
内

火
葬
場
建
設
候
補
地
域
の
区

長
か
ら
意
見
を
聞
い
て
お
り
、

民
意
は
反
映
さ
れ
て
い
る
。

問　
議
会
や
住
民
に
対
し
て

説
明
責
任
を
果
た
し
た
と
言

え
る
か
。

課
長　
住
民
説
明
会
や
町
広

報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
意
見
を
求
め
る
と
と
も

に
、
議
会
承
認
さ
れ
た
事
業

案
や
進
捗
状
況
を
適
宜
情
報

提
供
し
て
き
た
。
議
会
に
承

認
さ
れ
た
の
は
、
説
明
を
適

正
に
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。

問　
住
民
説
明
会
で
、
町
長

が
当
時
副
町
長
だ
っ
た
時
代

に
、
こ
の
よ
う
な
事
業
に
対

し
て
最
初
か
ら
住
民
の
意
見

を
聞
く
こ
と
の
危
険
性
を
感

じ
て
い
る
、
と
発
言
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
事
業
と
は

何
か
。

副
町
長　
ご
み
焼
却
場
や
火

葬
場
な
ど
は
、
一
般
的
に
地

元
合
意
が
難
し
い
が
、
住
民

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
施
設
で
あ
る
。
住
環
境

や
施
設
に
対
す
る
認
識
に
よ

り
、
整
備
の
段
階
で
住
民
間

で
感
情
的
な
対
立
を
招
く
こ

と
が
多
々
あ
る
。
こ
の
た
め

賛
否
を
問
う
こ
と
に
慎
重
に

対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

町
長　
候
補
地
な
ど
の
決
定

に
あ
た
り
、
例
え
ば
、
Ａ
地

点
に
整
備
す
べ
き
、
と
い
う

住
民
意
見
の
ま
ま
に
Ａ
地
点

に
整
備
す
る
の
は
、
町
長
と

し
て
無
責
任
と
考
え
る
。
今

回
の
よ
う
に
地
元
合
意
が
難

し
い
案
件
は
、
町
の
将
来
に

向
け
た
責
任
に
お
い
て
町
長

の
政
治
的
判
断
に
よ
り
方
向

性
を
導
き
出
し
、
そ
の
案
を

も
っ
て
住
民
に
説
明
し
て
議

会
で
審
議
さ
れ
る
。
そ
う
い

う
手
法
だ
と
言
い
た
か
っ

た
。

一般質問映像
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一般質問・町政を問う

※

山や
ま

田だ　
勝ま

さ
る

　
　
　
　
議
員

町が自主的な取り
組みを明確にして
いくことが大事

Q
自
治
体
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
を

A
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
意
識
向
上
を
は
か
り
た
い

Q
自
転
車
保
険
加
入
の
促
進
を
求
め
る
取
り
組
み
は

A
今
後
保
険
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
を
研
究
し
て
い
く

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は

問　
そ
の
認
識
と
、
講
演
や

研
修
に
参
加
す
る
考
え
は
。

企
画
財
政
課
長　
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
考
え

る
上
で
参
考
に
で
き
る
と
理

解
し
て
い
る
。
今
後
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
捉
え
、
知
識
の

習
得
や
意
識
向
上
を
は
か
る
。

自
転
車
事
故
と
保
険
加
入

問　
自
転
車
事
故
発
生
件
数

と
、
安
全
教
育
の
実
績
は
。

地
域
防
災
課
長　
平
成
２８
年

４７
件
、
２９
年
６５
件
、
３０
年
５４

件
。
小
・
中
・
高
校
生
、
高

齢
者
を
対
象
に
交
通
安
全
教

室
な
ど
を
継
続
実
施
す
る
こ

と
で
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
次
期
第
５
次
総
合
計
画

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
取

り
入
れ
た
推
進
体
制
強
化
は
。

課
長　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
特
化
し

た
推
進
体
制
の
整
備
は
現
段

階
で
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、

ま
ず
は
総
合
計
画
策
定
の
た

め
の
委
員
会
や
研
究
会
の
中

に
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　
保
険
の
加
入
状
況
と
、

そ
の
周
知
は
。

課
長　
加
入
状
況
の
把
握
は

で
き
て
い
な
い
。
今
後
、
警

察
や
学
校
な
ど
と
連
携
し
、

交
通
安
全
教
室
な
ど
を
通
じ

て
保
険
へ
の
加
入
を
周
知
す

る
ほ
か
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
周
知
し
て
い
く
。

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
現
に
向
け
、

町
民
へ
の
普
及
・
啓
発
は
。

総
務
部
長　
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
は
有
用
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
１
人
で
も
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

上
か
ら
も
、
普
及
・
啓
発
に

向
け
た
研
修
な
ど
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。

問　
保
険
加
入
の
義
務
化
や

促
進
を
求
め
る
条
例
を
制
定

し
た
自
治
体
の
広
が
り
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

課
長　
条
例
の
制
定
は
考
え

て
い
な
い
が
、
県
条
例
の
趣

旨
で
も
あ
る
、
保
険
へ
の
加

入
促
進
方
法
や
保
険
に
関
す

る
情
報
提
供
を
、
今
後
研
究

し
て
い
き
た
い
。

問　
現
時
点
で
取
り
組
め
る

も
の
も
含
め
て
町
長
の
考
え

は
。

町
長　
町
の
強
み
を
分
析
し
、

町
民
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
、

取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
施
策

と
し
て
策
定
し
て
い
く
中
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
し
て
町
民
に
表
現

し
、
訴
え
な
が
ら
施
策
の
推

進
を
は
か
り
た
い
。

問　
わ
が
町
も
保
険
加
入
促

進
の
取
り
組
み
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

総
務
部
長　
事
故
が
発
生
し

た
場
合
の
備
え
と
し
て
、
保

険
へ
の
加
入
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

ず
は
、
加
入
促
進
の
周
知
に

取
り
組
み
、
加
入
状
況
の
確

認
方
法
な
ど
も
研
究
し
た
上

で
検
討
し
た
い
。

※SDGs…国連サミットで採択された国際目標（持続可能な開発目標）

SDGs の達成を目指して町独自の施策を

一般質問映像
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一般質問・町政を問う

下し
も

山や
ま　
和か
ず

則の
り

　
　
　
　
議
員

早くから自然と英語に
接することは、多くの
メリットがある

Q
保
育
・
幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
の
英
語
教
育
は

A
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
た
人
材
育
成
は
必
要

Q
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
対
応
は

A
機
運
醸
成
を
含
め
協
議
会
の
中
で
検
討
す
る

町
の
英
語
教
育
は

問　
文
部
科
学
省
調
査
に
対

す
る
町
の
状
況
と
今
後
の
対

応
は
。

教
育
推
進
課
長　
町
の
状
況

は
、
県
平
均
は
上
回
る
が
、

全
国
平
均
で
は
や
や
下
回
る
。

今
後
、
よ
り
一
層
の
英
語
教

育
の
充
実
が
必
要
に
な
る
。

機
運
醸
成
の
予
算
投
資
を

問　
近
隣
自
治
体
と
比
べ
事

業
予
算
に
大
き
く
差
異
が
あ

る
。
そ
の
比
較
は
。

健
康
増
進
課
長　
競
技
会
場

と
な
る
自
治
体
は
、
施
設
・

環
境
の
整
備
、
そ
の
他
の
自

治
体
は
、
機
運
醸
成
の
ソ
フ

ト
面
の
対
策
を
行
う
な
ど
、

問　
令
和
２
年
度
か
ら
、
小

学
５・
６
年
生
は
英
語
が
必

修
科
目
と
な
り
、
３・
４
年

生
に
も
外
国
語
活
動
が
入
っ

て
く
る
。
今
後
の
対
策
は
。

教
育
部
長　
小
学
校
が
英
語

の
研
究
協
力
校
と
な
り
、
平

成
３０
年
度
か
ら
授
業
を
先
行

的
に
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、

各
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
や
一

部
の
学
校
に
は
英
語
専
科
教

予
算
規
模
が
異
な
る
。

問　
レ
ー
ス
コ
ー
ス
の
沿
道

に
応
援
専
用
ブ
ー
ス
を
設
け
、

町
民
が
応
援
参
加
が
で
き
る

企
画
を
。

課
長　
本
年
７
月
に
テ
ス
ト

大
会
が
開
催
さ
れ
、
課
題
検

証
後
に
２０
市
町
で
構
成
す
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
自
転
車
競
技
伊

員
を
配
置
す
る
な
ど
、
体
制

は
整
っ
て
い
る
。
今
後
は
教

員
研
修
を
充
実
し
て
い
く
。

問　
元
英
語
教
諭
を
講
師
と

し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
町
独
自
に
定
年
退

職
し
た
教
員
を
採
用
し
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
立
場

で
教
員
に
助
言
す
る
こ
と
は
、

教
員
の
授
業
力
向
上
に
有
効

豆
半
島
・
東
部
地
域
首
長
協

議
会
で
検
討
す
る
。

問　
近
隣
自
治
体
の
練
習
会

場
誘
致
に
対
し
、
補
助
的
役

割
で
の
協
力
は
可
能
か
。

住
民
福
祉
部
長　
補
助
的
な

協
力
参
加
は
難
し
い
が
、
好

機
と
捉
え
、
県
の
要
請
で
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合
宿

の
受
け
入
れ
に
向
け
て
情
報

な
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
研
究
し
て
い
く
。

問　
保
育
園
・
幼
稚
園
に
も

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
導
入
を
。

教
育
長　
子
ど
も
た
ち
が
遊

び
を
通
し
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
関
わ

る
中
で
、
豊
か
な
国
際
感
覚

の
芽
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

有
効
な
手
法
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。

を
提
供
中
で
あ
る
。

問　
街
頭
フ
ラ
ッ
グ
や
横
断

幕
な
ど
の
活
用
、
宣
伝
用
の

看
板
の
設
置
で
、
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
活
動
は
可
能
か
。

部
長　
関
係
２０
市
町
の
活
動

を
通
し
た
取
り
組
み
と
、
県

を
通
し
て
組
織
委
員
会
か
ら

Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
を
借
用
し
、
活

用
を
は
か
る
。

※研究協力校…「しずおか型小学校英語教育活動モデルプラン」の指定を受け、どのような英語の授業を目指すか研究する。
※ALT…外国語指導助手

ALT の楽しい授業

一般質問映像

※

※
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一般質問・町政を問う

米よ
ね

山や
ま　

智さ
と
し

　
　
　
　
議
員

町民が安心して暮らせ
る住みよい町とは、
災害に強い町

Q
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
と
は

A
生
活
道
路
な
ど
の
安
全
確
保
に
努
め
る

安
全
な
道
路
の
確
保

問　
建
築
基
準
法
に
よ
る
道

路
後
退
の
整
備
状
況
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

建
設
計
画
課
長　
直
近
の
５

年
間
で
は
５３
件
、
９
３
４
㎡

の
用
地
取
得
を
行
い
、
狭
あ

い
道
路
の
拡
幅
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
生
活
道
路
の
整
備
や

改
良
に
関
し
て
は
、
円
滑
な

交
通
の
確
保
や
歩
行
者
の
安

全
面
な
ど
か
ら
必
要
で
あ
り
、

整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

問　
通
学
路
に
お
け
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
交
通
指
導
は
。

教
育
推
進
課
長　
日
ご
ろ
か

ら
各
学
校
で
交
通
安
全
の
啓

発
や
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
と

語
る
会
で
情
報
交
換
を
行

い
、
交
通
安
全
上
の
危
険
箇

所
な
ど
を
共
通
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
、
児
童
・
生
徒

が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う

に
、
啓
発
や
指
導
を
実
施
し

て
い
く
。

問　
ゾ
ー
ン
３０
に
よ
る
生
活

道
路
の
整
備
対
策
は
。

地
域
防
災
課
長　
町
内
の
指

定
は
、
北
中
学
校
周
辺
と
、

南
幼
稚
園
及
び
南
小
学
校
周

辺
の
２
カ
所
あ
る
。
区
域
内

で
は
、
ゾ
ー
ン
の
入
口
へ
区

域
規
制
標
識
の
設
置
や
ゾ
ー

ン
３０
を
記
し
た
路
面
標
示
の

ほ
か
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
な

ど
を
設
置
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー

や
歩
行
者
へ
の
周
知
を
は

か
っ
て
い
る
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

課
長　
知
徳
高
校
付
近
の
竹

原
地
区
と
清
水
町
伏
見
地
区

に
ま
た
が
る
生
活
道
路
に
お

い
て
、
ゾ
ー
ン
３０
の
指
定
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

る
。
今
後
も
、
歩
行
者
や
自

転
車
の
安
全
確
保
が
優
先
さ

れ
る
道
路
空
間
と
な
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

災
害
時
の
対
応
は

問　
黄
瀬
川
、
桃
沢
川
、
梅

ノ
木
沢
川
に
は
何
カ
所
の
橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

が
あ
る
か
。
ま
た
、
日
常

的
な
維
持
管
理
や
点
検
方
法

は
。

工
事
管
理
課
長　
黄
瀬
川
６

橋
、
桃
沢
川
１６
橋
、
梅
ノ
木

沢
川
８
橋
の
合
計
３０
橋
が
あ

る
。
点
検
は
５
年
ご
と
の
法

定
点
検
で
、
橋
台
や
橋
脚
、

桁
な
ど
橋
梁
全
体
の
近
接
目

視
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
高
欄
や
地じ

覆ふ
く
、

路
面
な
ど
の
可
視
部
は
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
で
変
異
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。

問　
市
街
化
区
域
（
黄
瀬
川

以
東
）
に
お
い
て
、
豪
雨
時

中
小
河
川
の
氾
濫
が
予
想
さ

れ
る
箇
所
の
対
応
は
。

課
長　
平
成
３０
年
度
に
は
久

保
田
川
の
根
固
め
工
、
河
床

工
の
施
工
を
実
施
し
、
境
川

は
老
朽
化
し
た
管か
ん
渠き

ょ
を
更
生

し
流
下
能
力
を
高
め
た
。
令

和
元
年
度
は
久
保
田
川
の
狭き

ょ
う

窄さ
く

部
の
改
修
を
予
定
し
て
い

る
。

問　
北
部
地
区
の
急
傾
斜
地

の
実
態
と
そ
の
未
然
防
止
対

策
は
。

地
域
防
災
課
長　
町
内
に
は

土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
３８
カ

所
あ
る
。
本
年
度
は
、
浸
水

想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
あ
る
区
の
区
長
な
ど

に
対
し
て
、
自
然
災
害
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
た
ほ

か
、
下
長
窪
区
で
土
砂
災
害

に
対
す
る
防
災
訓
練
を
実
施

し
た
。
災
害
か
ら
町
民
を
守

る
に
は
、
町
民
の
防
災
意
識

向
上
が
重
要
で
あ
り
、
さ
ら

に
、
防
災
訓
練
や
啓
発
活
動

の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

拡幅された狭あい道路

※交通安全リーダーと語る会…児童をはじめ、校外指導部や通学区世話人などの保護者、学校、警察、地域防災課、教育委員会で実施
一般質問映像

※
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一般質問・町政を問う

宮み
や

口ぐ
ち　

嘉よ
し

隆た
か

　
　
　
　
議
員

子育ての支援体制は、
先を走る独自支援、
行政力を期待する

Q
通
学
路
、
歩
道
、
狭
い
道
路
の
安
全
強
化
を

A
関
係
機
関
と
協
力
し
、
安
全
対
策
に
努
め
る

Q
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
へ
の
見
解
は

A
待
機
児
童
解
消
が
急
務
と
考
え
る

交
通
事
故
へ
の
対
策
を

問　
交
差
点
信
号
待
ち
エ
リ

ア
を
守
る
強
力
ガ
ー
ド
な
ど

の
設
置
を
。

地
域
防
災
課
長　
早
期
に
対

応
が
必
要
と
思
わ
れ
る
、
北

小
学
校
南
側
の
城
山
神
社
前

交
差
点
及
び
長
泉
中
学
校
前

交
差
点
の
２
カ
所
に
、
歩
道

幼
保
無
償
化
に
備
え
て

問　
待
機
児
童
が
い
る
世
帯

の
不
公
平
感
へ
の
見
解
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
認
可
保

育
所
の
入
所
希
望
が
か
な
わ

な
く
て
も
、
幼
稚
園
や
認
可

外
保
育
施
設
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

利
用
す
る
方
も
無
償
化
の
対

巻
き
込
み
部
へ
の
ガ
ー
ド
パ

イ
プ
の
設
置
や
歩
車
道
境
界

ブ
ロ
ッ
ク
改
修
な
ど
の
安
全

対
策
を
行
う
た
め
、
裾
野
警

察
署
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
。

象
と
な
る
。
担
当
窓
口
や
子

育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
活

用
し
、
家
庭
に
適
し
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
、
ま

た
保
育
環
境
の
整
備
に
努
め
、

保
育
を
必
要
と
す
る
方
の
支

援
を
進
め
て
い
く
。

問　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

転
免
許
証
自
主
返
納
の
推
進

と
、
特
別
支
援
枠
拡
大
を
。

長
寿
介
護
課
長　
平
成
２４
年

度
か
ら
高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業
を
実
施

し
、
３０
年
度
は
１
６
０
人
が

申
請
し
て
い
る
。
本
年
度
か

ら
タ
ク
シ
ー
料
金
１
割
引
利

用
券
か
ら
１
枚
１
０
０
円
の

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
助
成

問　
保
育
士
、
潜
在
保
育
士

確
保
は
行
政
が
主
導
す
べ
き
。

課
長　
本
年
、
保
育
士
の
確

保
を
目
的
に
、
潜
在
保
育
士

復
帰
支
援
事
業
を
計
画
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
保
育

士
な
ど
の
職
に
就
い
て
い
な

い
有
資
格
者
を
対
象
に
、
保

育
現
場
へ
の
復
帰
を
目
指
す

た
め
の
研
修
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
行
政
だ
け
で
は
保
育

券
へ
と
変
更
し
、
助
成
金
額

を
１
人
当
た
り
１
万
円
と
し

た
。
さ
ら
に
、
一
般
の
タ
ク

シ
ー
だ
け
で
な
く
、
介
護
タ

ク
シ
ー
や
乗
り
合
い
バ
ス
、

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
「
も

も
タ
ク
」
で
も
利
用
可
能
と

し
、
自
主
返
納
の
促
進
を
は

か
る
と
と
も
に
、
外
出
支
援

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

士
の
確
保
は
難
し
く
、
学
生

イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
協
力
や
職

場
体
験
、
そ
の
他
確
保
策
も
、

民
間
保
育
所
と
協
調
し
た
取

り
組
み
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

ガードパイプで歩行者の安全強化を

※ももタク…元長窪区などを対象に既存路線バスの代替え手段として実証運行をしているデマンド型乗り合いタクシー
一般質問映像

※
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一般質問・町政を問う

福ふ
く

田だ　
明あ

き
ら

　
　
　
　
議
員

Q
国
民
健
康
保
険
税
に
１
兆
円
公
費
負
担
の
要
望
を

A
国
の
財
政
支
援
の
拡
充
を
要
望
し
て
い
く

高
い
国
保
税
の
引
き
下
げ

問　
１
兆
円
の
公
費
負
担
を

国
に
要
望
す
る
考
え
は
。

福
祉
保
険
課
長　
他
の
医
療

制
度
と
比
較
し
、
年
齢
構
成

や
医
療
費
水
準
が
高
い
ほ
か
、

所
得
水
準
が
低
く
、
保
険
料

負
担
が
重
い
な
ど
の
構
造
的

な
課
題
が
あ
る
。
全
国
知
事

会
な
ど
が
財
政
支
援
の
拡
充

を
求
め
て
い
る
が
、
町
と
し

て
も
国
保
財
政
の
基
盤
安
定

強
化
を
は
か
る
た
め
、
国
の

財
政
支
援
拡
大
な
ど
に
つ
い

て
要
望
し
て
い
く
。

介
護
職
員
の
人
材
確
保

問　
介
護
施
設
の
離
職
率
や

人
材
確
保
の
状
況
は
。

長
寿
介
護
課
長　
離
職
率
は
、

大
規
模
な
施
設
は
１０
％
、
小

規
模
な
施
設
は
２０
％
程
度
で

あ
る
。求
人
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
や
合
同
就
職
面
接
会
、
事

業
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募

集
を
し
て
い
る
が
、
人
材
の

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
と
施
設
の
新
設
は
。

課
長　
平
成
３０
年
１
月
時
点

で
、
入
所
希
望
者
は
５８
人
、

６
カ
月
以
内
で
の
入
所
希
望

者
は
１６
人
、
入
所
の
必
要
性

が
高
い
人
は
４
人
で
あ
る
。

住
民
福
祉
部
長　
平
成
３１
年

４
月
時
点
で
の
入
所
者
は

１
４
７
人
お
り
、
団だ
ん

塊か
い

の
世

代
が
７５
歳
を
迎
え
る
令
和
７

年
に
は
２
７
９
人
が
入
所
す

る
と
見
込
ん
で
い
る
。
そ
こ

で
、
３０
年
３
月
に
策
定
し
た

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設

整
備
を
計
画
し
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
に

お
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革

問　
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
や

部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
達

成
状
況
は
。

教
育
推
進
課
長　
平
成
３０
年

度
よ
り
、
教
員
事
務
補
助
員

の
配
置
や
外
国
語
指
導
助
手

の
増
員
な
ど
で
、
教
員
の
多

忙
化
解
消
を
は
か
り
、児
童・

生
徒
と
向
き
合
う
時
間
が
増

え
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。

時
間
外
勤
務
の
状
況
を
２９
年

度
と
３０
年
度
で
比
較
す
る
と
、

小
学
校
３
校
で
年
間
４
４
８

時
間
、
約
６・
９
％
減
、
中

学
校
２
校
で
年
間
９
２
７
時

間
、
約
１４
％
減
に
な
り
、
時

間
外
勤
務
は
減
少
し
て
い
る
。

部
活
動
の
休
養
日
や
活
動
時

間
を
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
本
年
度
よ
り
運
用
を
開
始

し
て
お
り
、
今
後
状
況
を
把

握
し
て
い
く
。

重
い
ラ
ン
ド
セ
ル
問
題

問　
児
童
の
体
に
与
え
る
影

響
と
対
策
は
。

課
長　
重
心
が
後
ろ
に
引
っ

張
ら
れ
て
、
腰
痛
や
肩
・
首

の
痛
み
、
姿
勢
の
ゆ
が
み
が

あ
る
児
童
が
３
割
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
各
校
で
は
、

家
庭
学
習
で
使
用
し
な
い
教

材
な
ど
は
学
校
に
置
い
て
帰

る
工
夫
を
し
て
い
る
。

学
力
向
上
に
向
け
て

問　
家
庭
学
習
を
習
慣
づ
け

る
取
り
組
み
は
。

教
育
部
長　
家
庭
学
習
の
習

慣
づ
け
な
ど
の
た
め
、
以
前

よ
り
宿
題
を
出
し
て
お
り
、

平
成
３０
年
度
の
学
力
・
学
習

状
況
調
査
で
は
、「
宿
題
を

し
て
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
、

小
学
生
は
９８
・
４
％
、
中
学

生
は
９６
・
３
％
が
肯
定
的
な

回
答
を
し
て
い
る
。

家庭学習の習慣づけを

教員側にも学びに必要
な指導のあり方の
追及や意欲、工夫を

一般質問映像
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一般質問・町政を問う

長な
が

野の　
晋し

ん

治じ

　
　
　
　
議
員

町の課題をオープンに
して、取り組む姿勢が

必要

Q
待
機
児
童
に
関
す
る
情
報
発
信
を

A
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
情
報
を
発
信
し
て
い
く

待
機
児
童
へ
の
対
応
は

問　
４
月
１
日
現
在
の
待
機

児
童
数
、
潜
在
的
待
機
児
童

数
と
、
そ
の
要
因
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
待
機
児

童
数
は
９
人
で
、
前
年
度
比

７
人
増
加
し
た
。
潜
在
的
待

機
児
童
と
さ
れ
て
い
る
児
童

数
は
７１
人
で
あ
る
。
本
年
度

の
申
し
込
み
児
童
数
が
１
千

３４
人
で
、
前
年
度
比
１
２
６

人
増
加
し
て
お
り
、
女
性
の

社
会
進
出
に
伴
う
保
育
ニ
ー

ズ
の
増
大
が
要
因
の
１
つ
と

考
え
て
い
る
。

問　
問
題
点
を
明
確
に
し
、

情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、

オ
ー
ル
長
泉
で
取
り
組
む
課

題
で
は
。

課
長　
県
の
待
機
児
童
数
の

公
表
に
合
わ
せ
、
待
機
児
童

の
定
義
、
潜
在
的
待
機
児
童

を
含
め
た
内
訳
な
ど
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

今
後
、
具
体
的
な
待
機
児
童

解
消
へ
の
取
り
組
み
や
進
捗

状
況
な
ど
を
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
情
報
発
信

し
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
園
化
の
状
況

問　
幼
稚
園
・
保
育
園
の
認

定
こ
ど
も
園
化
の
進
捗
状
況

は
。

課
長　
現
在
、
町
で
は
「
認

定
こ
ど
も
園
検
討
の
た
め

の
調
査
」
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
公
立
幼
稚
園
の
認
定
こ

ど
も
園
へ
の
移
行
を
検
討
し

て
い
る
。
民
間
で
は
、
あ
そ

か
保
育
園
、
あ
ま
ね
保
育
園

が
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し

た
こ
と
に
よ
り
、
３
歳
児
か

ら
５
歳
児
の
各
歳
児
で
５
人

ず
つ
、
計
１５
人
の
受
入
数
の

拡
大
が
は
か
ら
れ
た
。
そ
の

ほ
か
、
民
間
幼
稚
園
・
保
育

所
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
へ
移

行
す
る
相
談
は
な
い
が
、
０

歳
児
か
ら
２
歳
児
を
受
け
入

れ
る
小
規
模
保
育
事
業
所
の

開
設
の
相
談
を
受
け
協
議
を

進
め
て
お
り
、
卒
園
後
、
３

歳
児
を
受
け
入
れ
る
認
定
こ

ど
も
園
の
整
備
を
進
め
て
い

く
。

問　

１０
月
か
ら
の
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
、

新
た
な
需
要
が
喚
起
さ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ

の
需
要
を
ど
う
見
込
み
、
対

応
す
る
の
か
。

教
育
部
長　
本
年
「
第
２
期

長
泉
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る

た
め
、
昨
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
。
未
就
学
児
を

持
つ
保
護
者
を
対
象
に
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が

実
施
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、

教
育
・
保
育
施
設
の
意
向
を

調
査
し
た
。
こ
の
数
値
を
参

考
に
、
今
後
の
保
育
需
要
数

を
見
込
み
、
公
立
幼
稚
園
の

認
定
こ
ど
も
園
化
の
受
け
入

れ
可
能
な
人
数
の
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
、
民
間
の
企

業
主
導
型
保
育
事
業
所
や
小

規
模
保
育
事
業
所
な
ど
、
新

た
な
施
設
の
情
報
を
収
集
す

る
こ
と
に
よ
り
、
待
機
児
童

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
た
な
姉
妹
都
市
提
携
を

問　
静
岡
空
港
か
ら
便
の
あ

る
ア
ジ
ア
圏
に
、
新
た
な
姉

妹
都
市
の
提
携
先
を
希
望
し

た
い
。

副
町
長　
ワ
ン
ガ
ヌ
イ
市
姉

妹
都
市
提
携
３０
周
年
記
念
事

業
を
契
機
に
、
住
民
レ
ベ
ル

で
の
国
際
交
流
、
親
善
交
流

が
は
か
ら
れ
た
。
現
時
点
で

新
た
な
交
流
先
の
検
討
を
開

始
す
る
考
え
は
な
い
が
、
今

後
の
施
策
展
開
、
社
会
情
勢

を
踏
ま
え
模
索
し
て
い
く
。

認定こども園化に伴い１５人ずつの
受入数の拡大がはかられた両こども園

一般質問映像

幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
の
影
響
は
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一般質問・町政を問う

四よ

方も　
義よ

し

男お

　
　
　
　
議
員

Q
町
の
「
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」
策
定
は

A
次
期
総
合
計
画
や
総
合
戦
略
と
の
融
合
で

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

問　
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を

踏
ま
え
、
社
会
・
経
済
機
能

の
維
持
を
目
指
す
「
国
土
強

靭
化
計
画
」
策
定
は
。

副
町
長　
国
が
自
治
体
に
求

め
て
い
る
の
は
、
リ
ス
ク
シ

ナ
リ
オ
設
定
と
脆
弱
性
評
価

の
実
施
で
あ
る
。
町
は
策
定

に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
次

期
総
合
計
画
や
総
合
戦
略
と

の
融
合
を
は
か
っ
て
い
き
た

い
。

働
き
方
改
革
と
女
性
管
理
職

問　
４
月
よ
り
残
業
の
上
限

規
制
や
年
休
取
得
義
務
化
も

始
ま
っ
た
が
、こ
の
対
応
は
。

ま
た
、
女
性
管
理
職
の
割
合

を
増
や
す
考
え
は
。

副
町
長　
行
政
改
革
プ
ラ
ン

に
お
け
る
実
施
項
目
の
中
で

も
働
き
方
改
革
に
触
れ
、
長

時
間
労
働
の
是
正
や
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
導
入
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
残
業
の
上
限

規
制
は
６
月
か
ら
月
４５
時
間
、

年
間
３
６
０
時
間
と
定
め
、

年
休
は
５
日
以
上
取
得
す
る

目
標
を
明
確
化
し
た
。
女
性

管
理
職
は
、
平
成
２８
年
度
か

ら
５
年
間
で
、
副
主
幹
・
主

幹
級
職
員
の
割
合
を
２８
％
以

上
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い

る
が
、
対
象
と
な
る
女
性
職

員
の
絶
対
数
が
少
な
く
、
登

用
が
困
難
な
体
制
で
あ
る
。

東
京
都
区
部
と
施
策
連
携

問　
町
の
施
策
に
新
し
い
価

値
観
を
創
造
す
る
た
め
、
東

京
都
区
部
と
連
携
し
、
施
策

の
研
究
を
。

企
画
財
政
課
長　
東
京
や
地

方
に
あ
る
機
能
を
生
か
し
、

不
足
す
る
機
能
や
個
性
を
相

互
に
補
完
す
る
新
し
い
連
携

が
進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
推
進
の
た
め
、
行
政
に

加
え
民
間
も
巻
き
込
ん
だ
連

携
事
業
な
ど
、
先
進
的
な
事

例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

学
校
に
お
け
る
が
ん
教
育

問　
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
が

立
地
す
る
長
泉
町
は
、
が
ん

教
育
の
先
進
的
な
取
り
組
み

を
。

教
育
推
進
課
長　
法
律
や
次

期
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
、
ま
ず
は
、
国
や
県
よ
り

示
さ
れ
る
教
材
な
ど
に
沿
っ

て
進
め
る
。
学
習
の
ね
ら
い

に
よ
っ
て
は
、
専
門
医
や
医

療
従
事
者
な
ど
の
指
導
も
効

果
的
と
い
う
こ
と
か
ら
、
静

岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ゾ
ー
ン
３０
の
徹
底
周
知

問　
ゾ
ー
ン
内
の
速
度
遵
守

に
明
確
な
標
記
や
表
示
を
。

地
域
防
災
課
長　
ゾ
ー
ン
３０

へ
の
入
口
標
識
の
デ
ザ
イ
ン

を
工
夫
す
る
な
ど
、
周
知
効

果
を
よ
り
高
め
ら
れ
る
方
策

を
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・�

町
内
区
名
な
ど
の
表
示

・�

富
士
山
噴
火
対
策

子どもの命を守りたいゾーン３０

地方と都会との連携を
研究する時代である

一般質問映像
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総
務
民
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察

５
月
８
日
〜
10
日

建
設
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察

５
月
15
日
〜
17
日

 市民自らが防災対策を　～京都府長岡京市～

 農畜産物のブランド化を推進　～宮城県大崎市～

 子どもから高齢者までスポーツを楽しむ　～兵庫県赤穂市～

 自然環境と調和した景観　～岩手県盛岡市～

 検診結果から適切な医療を導く　～兵庫県加古川市加古川総合保健センター～

 自ら学習習慣を身に付ける　～秋田県大仙市～

　
阪
神
淡
路
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
市
民
の
防

災
へ
の
意
識
が
高
ま

り
、
現
在
市
内
に
は
５５

も
の
自
主
防
災
組
織
が

あ
る
。

　
市
か
ら
は
、
自
主
防

災
組
織
に
資
機
材
購
入

な
ど
の
た
め
、
小
学
校

区
ご
と
に
防
災
訓
練
に

対
す
る
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
事
業
を
委
託

し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

平
常
時
・
災
害
時
と
も

に
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　
繁
殖
用
ま
た
は
肥
育

用
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
（
仙

台
牛
）
を
導
入
す
る
際

の
補
助
金
や
、
市
内
農

業
者
に
対
す
る
農
産
物

食
品
加
工
施
設
な
ど
の

施
設
整
備
の
支
援
、
大

崎
市
の
シ
ン
ボ
ル
米

「
さ
さ
結
」
の
ブ
ラ
ン

ド
認
証
な
ど
、
農
家
所

得
の
向
上
や
農
業
収
益

の
拡
大
を
目
的
と
し
た

事
業
を
多
く
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
大
崎
市

の
持
続
可
能
な
水
田
農

業
を
支
え
る
「
大
崎
耕

土
」
の
伝
統
的
水
管
理

シ
ス
テ
ム
が
世
界
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い

る
。

　
平
成
１９
年
度
よ
り
ス

ポ
ー
ツ
先
進
都
市
推
進

事
業
を
実
施
。
各
種
武

道
大
会
を
多
数
開
催
し
、

本
年
第
９
回
を
迎
え
る

赤
穂
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の

間
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
各
種
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
環
境
が
整
っ

て
い
る
。
平
成
２４
年
２

月
に
は
、
市
制
６０
周
年

を
機
に
、
生
涯
を
通
じ

て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
を
新

機
軸
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ

都
市
と
す
る
こ
と
を
宣

言
し
た
。

　
歴
史
的
街
並
み
を
維

持
す
る
た
め
、
建
物
の

外
観
保
存
の
た
め
の
修

理
費
を
補
助
し
て
お

り
、
特
色
あ
る
景
観
を

有
す
る
通
り
・
路
地
に

面
す
る
建
築
物
の
意
匠

デ
ザ
イ
ン
の
統
一
性
を

確
保
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
川
沿
い
の
景

観
保
全
の
た
め
に
区
域

内
で
一
定
の
建
築
制
限

を
か
け
て
い
る
ほ
か
、

自
然
を
眺
望
す
る
領
域

で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
設
の
建
設
は
環

境
と
の
調
和
な
ど
を
考

慮
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
医
療
機
関
と
検
査
機

関
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結

び
、
患
者
の
検
診
・
検

査
結
果
な
ど
の
デ
ー
タ

を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
。
患
者
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
自

分
の
健
康
情
報
を
閲
覧

で
き
る
。
医
療
費
の
削

減
が
目
的
で
は
な
く
、

医
療
、
保
健
、
福
祉
・

教
育
、
健
康
増
進
の
４

つ
の
分
野
を
統
合
し
情

報
共
有
す
る
こ
と
で
、

患
者
が
適
切
な
医
療
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
目

的
に
つ
く
ら
れ
た
。

　
大
仙
市
で
は
、
共
に

支
え
あ
う
力
の
育
成
、

創
造
的
に
生
き
抜
く
力

の
育
成
、
考
え
生
か
す

力
の
育
成
、
開
き
信
頼

さ
れ
る
学
校
を
目
指
し

た
各
種
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
学
習
習

慣
の
確
立
の
た
め
に
、

「
一
人
勉
強
ノ
ー
ト
」

を
導
入
。
一
人
で
勉
強

す
る
内
容
を
子
ど
も
自

身
が
決
め
、
ノ
ー
ト
に

書
い
て
担
任
に
提
出

し
、
担
任
が
コ
メ
ン
ト

を
書
き
入
れ
て
返
却
す

る
。
子
ど
も
と
先
生
だ

け
で
な
く
、
保
護
者
も

関
わ
り
つ
な
が
る
ツ
ー

ル
と
な
っ
て
い
る
。
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平成30年
度

　　政務
活動報告

先進地の取り組みを
長泉町へ!

議員の調査研究、その他の活動を行うための必要な経費の一部として、政務活動費が議員１人当たり
年額15万円交付されます。ここでは平成30年度の政務活動費の収支状況を報告します。収支報告の
詳細は、町ホームページでも公開しています。

政和会
山田　　勝
植松　英樹
下山　和則
下山　哲夫
大沼　正明

新　緑
柏木　　豊
井出　春彦
※杉森賢二
長野　晋治
加藤　祐喜

聖友会
宮口　嘉隆
四方　義男
米山　　智

町民ファーストの会
木下　章夫
小永井康一

無所属
福田　　明

（単位：円）
政和会
5人

収　入
政務活動費交付額 750,000
会派負担額 0
合計 750,000

支　出

調査研究費 618,238
研修費 0
会議費 0
合計 618,238

差し引き（町への返戻金） 131,762

視察先

三重県名張市
三重県度会郡玉城町
三重県桑名市
東京都目黒区民センター
岩手県紫波郡紫波町
岩手県岩手郡雫石町

（単位：円）
聖友会
3人

町民ファーストの会
2 人

福田明
1人

収　入
政務活動費交付額 450,000 300,000 150,000
会派負担額 0 0 0
合計 450,000 300,000 150,000

支　出

調査研究費 413,693 211,566 137,327
研修費 0 34,998 0
会議費 0 6,000 0
合計 413,693 252,564 137,327

差し引き（町への返戻金） 36,307 47,436 12,673

視察先

青森県青森市
青森県青森市八戸ポータルミュージアムはっち
兵庫県高砂市
兵庫県神戸市
兵庫県明石市
町民意見交換会（町民ファーストの会のみ）
地方議会総合研究所研修（町民ファーストの会のみ）

（単位：円）
新緑
5人※

収　入
政務活動費交付額 725,000
会派負担額 917
合計 725,917

支　出

調査研究費 725,917
研修費 0
会議費 0
合計 725,917

差し引き（町への返戻金） 0

視察先

広島県尾道市
香川県坂出市
香川県高松市
北海道空知郡南幌町
北海道石狩市
北海道千歳市
市町村議会議員特別セミナー

※杉森議員は１月末で辞職したため、２月からは４人となり、杉森議員の２～３
　月分の政務活動費は町へ返戻
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5 月１日号の「わが町たんけんクイズ」に応募していただいた中から、ご意見を抜粋して紹介します。

私の要望・意見
期待しています

子
育
て
に
も
う
ひ
と
押
し
を

　
子
ど
も
が
増
え
て
い
く
中

で
、
町
内
の
小
学
校
が
３
校

に
対
し
、
中
学
校
が
２
校
と

い
う
の
は
少
な
い
と
感
じ
ま

す
。

（
３０
代
女
性
）

　

長
泉
は
「
子
育
て
の
町
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
共

働
き
世
帯
に
は
厳
し
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
保

育
園
は
祝
日
対
応
は
し
て
お

ら
ず
、
役
場
に
問
い
合
わ
せ

て
も
あ
ま
り
対
応
し
て
も
ら

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
り
を

見
て
も
専
業
主
婦
が
多
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
今
の

共
働
き
世
帯
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
議
会
で
も
議
論
し

て
ほ
し
い
で
す
。（

３０
代
男
性
）

　

待
機
児
童
が
多
い
の
で
、

町
立
幼
稚
園
の
こ
ど
も
園
移

行
と
、
小
学
校
の
放
課
後
児

童
会
充
実
を
希
望
し
ま
す
。

（
３０
代
女
性
）

町
の
施
設
は
ど
う
な
る
？

　

７・
８
月
に
桃
沢
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
を
利
用
予
定

で
、
宿
泊
棟
を
見
学
し
ま
し

た
。
施
設
自
体
は
古
い
印
象

で
し
た
。
利
用
者
が
多
い
よ

う
で
す
の
で
、
必
要
な
ら
ば

改
修
は
賛
成
で
す
。
耐
震
、

災
害
に
対
応
で
き
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
経
営
目
線
を
重
視

し
た
運
営
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

（
３０
代
女
性
）

　

色
々
な
課
題
に
向
き
合

い
、
話
し
合
い
を
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ス
ム
ー
ズ
に
と
い
う
の

は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
公
園
の
造
成
は
１

日
も
早
く
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
３０
代
女
性
）

議
会
だ
よ
り
の
感
想

　
今
回
は
趣
向
を
変
え
て
制

作
さ
れ
て
、
議
会
用
語
な
ど

参
考
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

各
分
野
の
新
規
事
業
と
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
目
で

理
解
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

（
７０
代
女
性
）

　
以
前
に
比
べ
て
多
く
の
町

民
が
議
会
だ
よ
り
を
見
て
く

れ
て
い
る
こ
と
に
び
っ
く
り
。

世
代
も
い
ろ
い
ろ
で
、
意
見

の
コ
ー
ナ
ー
が
楽
し
み
で
す
。

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
長

泉
町
を
、
令
和
の
ス
タ
ー
ト

よ
り
期
待
し
て
い
ま
す
。
紙

面
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

（
６０
代
女
性
）

　
町
民
が
ど
の
分
野
に
対
し

て
ど
ん
な
こ
と
を
日
頃
思
い

抱
い
て
い
る
の
か
が
わ
か
り
、

興
味
深
か
っ
た
。
３０
歳
を
過

ぎ
、
生
ま
れ
育
っ
た
三
島
で

は
な
く
、
長
泉
に
定
住
を
決

め
た
理
由
が
確
実
に
あ
る
と

再
認
識
で
き
た
号
だ
っ
た
。

（
３０
代
女
性
）

　

い
つ
も
拝
見
し
て
い
ま

す
。
町
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
運
営
状
況
や

行
政
の
考
え
を
知
る
こ
と
が

で
き
あ
り
が
た
い
で
す
。
町

民
の
声
に
対
し
て
も
Ｑ
＆
Ａ

回
答
が
あ
り
、
わ
か
り
や
す

い
で
す
。
今
後
と
も
情
報
発

信
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
３０
代
男
性
）

　
休
日
に
子
ど
も
と
一
緒
に

町
内
を
歩
き
、「
わ
が
町
た

ん
け
ん
ク
イ
ズ
」
の
答
え
を

導
き
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の

徒
歩
の
時
間
が
親
子
の
会
話

と
な
り
、
子
ど
も
の
わ
が
町

た
ん
け
ん
に
な
っ
て
い
ま

す
。

（
５０
代
男
性
）

そ
の
他
ご
意
見

　
街
中
で
シ
ェ
ア
自
転
車
を

見
か
け
ま
す
が
、
い
ま
い
ち

周
知
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
利
用
者
も
見
か

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

広
報
な
が
い
ず
み
や
議
会
な

が
い
ず
み
で
紹
介
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
利
用
方
法

の
基
礎
か
ら
、利
用
者
の
声
、

面
白
い
利
用
方
法
の
紹
介
な

ど
。

（
４０
代
男
性
）

　
年
齢
的
に
健
康
福
祉
分
野

や
生
活
環
境
分
野
に
特
に
興

味
が
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り

し
た
ゴ
ミ
集
積
ボ
ッ
ク
ス
の

な
い
集
積
場
所
は
、
最
近
ゴ

ミ
が
散
乱
し
て
い
ま
す
。
こ

の
点
、
住
民
意
識
の
高
揚
を

は
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

（
７０
代
女
性
）

　
水
道
料
金
は
、
こ
の
ま
ま

安
心
、
安
全
、
低
料
金
維
持

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
３０
代
男
性
）

９月定例会は
９月２日㈪に
開会予定です
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？でしょう

ここは

どこ

たんけんクイズ
わが町

Vol.129

ヒ
ン
ト…

町
内
に
は
日
吉
神
社
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　何
区
に
あ
る
日
吉
神
社
で
し
ょ
う
？

○
○
○
区

まちかどインタビューまちかどインタビュー
①どちらからいらっしゃいましたか。　②なぜとがり Table に行こうと思いましたか。
③町でどのようなイベントを行ってほしいですか。　④町の印象・町への要望は。

～とがり Table で聞きました！～
議員が
  聴く!

●
発
行
責
任
者

　
　
議　
長　
植
松　
英
樹

●
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
大
沼　
正
明

　
　
副
委
員
長　
長
野　
晋
治

　
　
委　
員　
山
田　
　
勝

　
　
委　
員　
下
山　
哲
夫

　
　
委　
員　
小
永
井
康
一

　
　
委　
員　
米
山　
　
智

　
　
委　
員　
福
田　
　
明

　
　
委　
員　
加
藤　
祐
喜

編 

集 

後 

記
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ご意見ありがとうございました。

　

町
内
の
史
跡
を
出
題
し
ま

す
。
○
の
中
に
入
る
言
葉
を
お

答
え
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
１０
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法

●�

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
応
募

フ
ォ
ー
ム
の
い
ず
れ
か
か

ら
、ク
イ
ズ
の
答
え
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

議
会
な
が
い
ず
み
の
感
想
を

書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い

（
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※�

〆
切
は
８
月
３０
日
㈮
消
印
有

効
で
す
。
当
選
者
の
発
表
は

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
宛
先

　
〒
４
１
１
‐
８
６
６
８

　
長
泉
町
中
土
狩
８
２
８
番
地

　
長
泉
町
議
会

　
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
応
募
フ
ォ
ー
ム
は
こ
ち
ら

前
回
の
正
解
は

　
「
中
土
狩
」
区
で
し
た
。

（
応
募
総
数
２９
通 

正
解
数
２４
通
）

　
本
年
１０
月
に
は
、
国
の
政

策
と
し
て
消
費
増
税
と
、
そ

れ
に
伴
う
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
６
月
定
例
会
で
も
、

一
般
質
問
、
常
任
委
員
会
で

関
連
の
審
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
は
町
民
の
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
に
密
接
に
関
係
し
て

い
ま
す
。
興
味
関
心
を
少
し

で
も
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。

　
わ
か
り
や
す
く
手
に
取
っ

て
い
た
だ
け
る
議
会
な
が
い

ず
み
を
目
指
し
取
り
組
ん
で

き
た
本
委
員
会
で
す
が
、
今

号
で
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
の
編

集
は
最
後
に
な
り
ま
す
。
ご

愛
読
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
加
藤
）

①納
な
米
め
里
り
区

②ハンドメイドのものがあったりで、周っていて楽
しい。
③子どもと楽しめるイベント。
④住みやすい。遊具がたくさんある公園がほしい。

①三島市
②思っていたより活気があって楽しめました。
③とがり Table と同様のもっと出店数が多いイベント。

①町内
②話題のハンドメイドアクセサリーや食べ物がたく
さんあって嬉しかった。
③とがり Table の回数をもっと増やしてほしい。
④子育てしやすくて、住みやすいです。

①下土狩区
②買いやすい価格で楽しく過ごせました。
③子どもと一緒に楽しめる
　イベント。
④子育てに優しい町。


